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『櫛木川ふれあいはたる祭りJが日かれました

5月 21日、ゲンジボタルの隠れた名所である北灘町の櫛木地区で、環境美化活動
に取り組むNPO法人 ハーモニー「人 0豊かな街づくり」が中心となつて「ほたる祭
り」が開かれました。 訪れた人々は小学生たちの作成した展示物に心なごまされ、さ
まざまなコーナーで楽しんだ後、ほたるの鑑賞に幻想的なひと時を過ごしました。

鴫門市自治振興連合会

会長 林 一重

「個性の時代」「地域の時代」といわれる現在

の社会の中で、「行政」と「市民」がそれぞれ

の役割分担をわきまえ、市民自らが自分たちの

生活する地域をどうするかを考えて「まちづく

り」に参加するという意識を高めることが必要

となつています。

現在、一定の市民参10の形態はとられていま

すが、その多<は市民の自覚に基づ<ものでは
なく、「充て職」的な参加となつているのが実

態です。約6万 4千人の市民が住む鳴門の街に

は、それぞれの者え方や価値観、そしてエネル

ギーが存在します。

今年度は鳴門市自治振興連合会が発足して

10周年になります。これも歴代会長様をはじ
め関係各位のご支援の賜物と厚くお礼を申し

上げます。「自分たちの地域は自分たちでつく

るJを含言葉に各地で取り組みを進めてまいり

ましたが、地域社会のさまざまな変化に対応す

るため今一度活動を振り返る時期となつてお

ります。

最近の社会状況はめまぐるし<変化してい
ます。国際化が進むにつれ自分自身の幸せを者

えるだけでな<、 常に相手の立場にたつた者え

方をしなければ社会から取り残されてしまい

ます。また高齢化社会、環境汚染など生活を脅

かす問題が山積しています。これらの問題を解

決するために、地域に密薔した活動を続けてい

る住民の皆様と一致協力して、明るい住みよい

地域づ<りに向けて努力してまいりたいと考
えております。

平成1碑度の喘門市自治猥興連合会総会風景



音訳ボランティア「はまぼう」

松島 尭子

ている今日この頃です。
私が音訳ボランティア「はまぼう」と初めて
出会ったのは、平成 12年の鴫門市福祉フェス
ティノVレの会場でした。当時私は「要約筆記」

鮭百ぞ顧まこ疑翼眠犠鍾
のコーす―があったのです。
要約筆記は耳の不自由な方の情報支援をす
る活動であり、音訳ボランティアは日の不自由
な方を

=援
する活動です。現在私は要約筆記だ

けをしていますが、両方すればより以上に障害
者の方
～
を広く援助できるし また自分の勉強

のためにも一挙両得…などと考え、音訳の講習
を受けました。今にして思えば本当に聴すかし
い限りです。

「はまぼう」の活動は「広報なると」と「議
会だより」をテープに録音し、利用者の方々に
送り届けるのが主な仕事です。20名ほどの会
員が手分けして毎月この作業をしています。録
音は一人作業ですがt読んでい<うちに自分流
になつてしまい、常日頃研修会で学んでいる音
訳技術をつい忘れがちになってしまいます。
こんな私ですが、音訳の基本である「正しく
判りやす<読みt速やかに仕上げる」をモット
ーに、これからも「はまぼう」の方たちと共に
勉強しながら、少しても利用者に喜んでもらえ
るよう励んでいきたいと思っています。
こうした中で最近は「対面朗読」もしてみ

年次総会を終えて記念撮影する「はまぼうJの会員たち

団体名

応募資格

助成内容

助成対象

応募期間 :

問い合わせ

財団法人大和証券福祉財団
ボランティア活動を目的とした
団体・グループ (申 し込みに際
しては、社会福祉協議会・共同
募金会の推薦を受けて下さい)
1件当たり30万円限度
(総額 5,000万円)
原則として平成 19年 1月
～12月の活動に対して助成
平成 18年 8月 1日へ0月 15日
:TEL 03-3665-5147
FAX 03-3662095
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市民活動支援センター 福田 健―

平成 18年度の「ヤングボランティアの集い」
は、今日まで既に3回開催されました。
(第 1回 :5月 25日、第2回 :6月 29日、
第3回 :7月 14日)毎回 10数名の参加者
があり、熱心な話し合いが行われました。これ

までに話し合われたこと、並びに決定されたこ

との概略は次のとおりですd

陰の名翻 従来の “ヤングボランティアの集

い"では参加者が限定されるため、より大きな
視点で捉える意味から“まちづ<リネット「ば
っけ」"に変更することになりました。

比員の選出 会を自主的に運営していくた

めに役員を置くことになり、委員長、副委員長、

事務・会計、監事を選出しました。

険用の傷日 会の内容を規定し、基本的な運営

方針を決める必要があるとの判断から会則を

制定しました。
賠珀目測 会の活動についていろいろと話し

合われた中で、第6回と<しまNPOフォーラ
ムの開催に「ぼつけ」としてもその一翼を担う

ための準備を始めました。

お知らせ

● ふくろうの森行事

小学校を中心に図書ボランテイア活動が

定着してきて、子供たちや先生から「図書館

が明るくなつた」「お話会が楽しみ」と喜ば

れています。しかしボランテイアの出来るこ

とには限りがあります。

ここで今一度、各分野の現状や課題を発

表し合い、学びの中心として働く学校図書づ

くりに向けて話し含いたいと思います。

日 時 :2006年 8月 22日 (火)
13:30-16:30

所 :老人福祉センター3階
演 :高田三佳さん :「司書がいる学校

図書館」
パネルデイスカッション :「学校図書館を学

びの中心にするには」

多加費 :無料
問い合わせ先 :丁EL 685-0389

● 賀川

賀j!l豊彦記念館では8月から 10月にかけ
て次のような行事を行います。

*賀川豊彦学習会 (中高生対象)
8月 8日 (火)1000～ 15Ю0
*賀川豊彦の著作読議会
8月 19日 (土)10… 12∞
*檜 瑛ヨ特別企画展
9月 10日 (日)～10月 5日 (木)
*お父さんお母さんのための子育て諸
座 (第 1回)
1.賀川豊彦の幼児教育諭
徳大工学部助教授 岡田健―

2。 幼児教育の実践

前光の子保育園長 黒田 絢
10月 14日 (土)13:30-16∞
(第 2回 11月 11日 (土 )、 第 3回
12月 9日 (土)を同時間に実施予定)

場

講

機心に意見交換をする会員のみなさん

「新しい仕組みや社会的な価値を生み出すメ

ッセージを発信していること」

必ずしも全てのNPO法人が社会変革を目
指すべきであると言うわけではありませんが、

多<のNPO法人はどこか社会に問題がある
と気づ<ところからスタートしていると思い

ます。しかし日常的な事業の推進に追われる

うちに、いつしか当初の問題意識を忘れてし

まうことも少なくありません。NPO法人で
ある限りは、当初の問題意識を忘れることな

<、 常に社会に目を開き、よりよい社会づく

りのために何が必要か、自分たちには何が出

来るのか、新しい仕組みや社会的な価陣の創

造について思い巡らし続けたいと思います。

そして大切なことは、それをタイミングよ

<メッセージとして社会に発信していヽ こと

悪7≧麗R古3雲1ゐ美墓慈理露駐詈想悪言
はずです。



人のため。自分のため』

桑島おつちゃん倶楽部

小谷 輝彦

ここ数年前から、ボランテイアという言葉を

これほど、あちらこちらで聞<ようになつた時
代は今までになかつたような気がします。「ボ

ランティアつて同ですか?」 と質問されて、と

っさに答えられる人は少ないのではないでし

ょうか。それだけボランテイアが幅広い意味を

持つているからです。

私もボランティアと言えるかどうか分かり

ませんが、小学校のP tt A活動の中で、先生か

ら校内のどこそこを修理してほしいと頼まれ

て「私たちで出来ることなら…」と始めたのが

そもそもの発端です。子供たちや学校のためと

思うて仲間を集め、お父さん方の活動の場とし

て「おっちゃん倶楽部」を結成し、今では学校

だけでなく地域の活動にも参加しています。

こうして周りの人腱や社会のお役に立つた

めに活動している中で、ポランティアをしてい

る人自身が喜びを発見し、生きがいが生まれて

<るのです。つまリボランティアは「世のため、
人のため、自分のため」ということを感じてい

のため。○
世
ｒ
ｌ

ふれ3ゞ

Q0
毎年、春と秋に開催する「ふれあい交流会」

は、「歩け歩け会」や「芸能大会」と並び人気

の行事となつてきました。福祉の社会では以前

から“ふれあいサロン"とか“ふれあいケア"とい

う言葉をよく間くようになり、高齢者同士のふ

れあいが重要視されるようになつています。

一

中央地区自治振興会

会長 大野 繁明

父兄による鮮つきをする「おつちやん倶楽部J

ます。ボランティアは決して一方的に与える

ものではなく、お互いのやさしさ、知恵、情

熱をキャッチボールしながら、更に自分の出

来ることを生かせば誰でも気軽にその仲間入

りが出来るのです。若い人達がどんどんボラ

ンテイアをやつてみようと思つてくれたらと

てもうれしいです。

よくボランティアは善良な人がやるものだ

と言われますが、私はポランティアをしてい

く過程で一人一人がすてきな人間に成長して

いくのだと思つています。だから肩ひじ張ら

ず、自分のやりたいことを出来るところから

10Aめたらどうでしょうか。きつと胸がわ<わ
<するような新しい世界が待つていますよ !

中央地区自治振興会では独居高齢者をはじ

め高齢者を対象に、婦人会や民生委員にお世

話をいただきながら、この行事を南浜集会所

で開催しております。今回 (4月 15日 )は
手作りのちらし寿司やぜんざい等でもてな

し、大正琴・日本舞踊・カラオケでひと時を

楽しんでいただきました。特に独居高齢者は

話し仲間を得て大喜び…。お世話をする私た

ちにとってもやり甲斐のあるすばらしい会と

なりました。

また介護保険の改正が決定したこともあ

り、改正の主な点について話させていただき

ましたが、今後は交通安全や防災等について

も意識の高揚をはかりたいと思つています。
コミュニティ・ネットワークづ<りや自主防
災の運営に当たつても高齢者の協力は大きな
力になると言えるでしょう。いろんな方がい

ろんな形で積極的に参加し、ご協力いただい
たことに深<感謝し、今後ともよリー層楽し
い行事として開催できるよう頑張つていきた
いと思つています。


